
グリーンツーリズムによる農村地域の活性化

旧席上町を191jに一

篠原奈緒

1 .はじめに

現在， 日本の多くの農村地域が都市への人口流出による入江減少，少子・高齢イι
者不足，財政難など多くの課題を抱えているが，その結果，農村地域の基幹意業である

し，農村地域全体の経済が不活発になっている。近年このような事態を打開するため

として「グリーンツーリズムj が注目され，全国の農山漁村で取り組みが行われている。

ンツーリズムとは緑豊かな農村地域において その自然・文化・人々との交流を蒸し

の余暇活動のことである。具体的には，都市部に住む人が農山漁村を訪れ，

穫，地域の行事や祭りへの参加， などを体験し，その景観 し

iこりフレッシュする 薪しいタイプのレジャーである。活動の内容はさまざまであるが

でもほぼ全域で行われている。

の収

とも

青森県南津軽都出毘上有(現平j丹市〉で行われているグリーンツーリズムは町の特徴がよく活

かされていて興味深い。そこで本稿ではこの18呈上町のグリーンツーワズムが藤村地域の活性化

にどのような影響をおよぼしているのかについて経務面 人的交流 地域住民の意識の 3つの観

点から考察し，今後の展開についていくつかの提言を試みたい。

II. 研究対象地域の概要

尾上町は平成18年 l

Fl1Bをもっ

護ヶ関村と合併し

Fちになった。

リンゴと来を中心iごした

襲業であるが，

や豆類， トマト

行われている。

長い形をしているが，

きな起伏はなく

地である。

も

率は99.0%と非常に高い
図1.警森県IB尾上町
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i日尾上町のデータ

人口 10，016入

耐積 18.84凶

世帯数 2，578世帯

高齢化率 18.5% 

騒家数 1，019戸

農家率 37.0%

〈うち販売農家率 84.3%)

資料:

2000年農業センサス

i 平或12年国勢調変



耕地語績も1，320haと70% を大をきく る。総人口に占める農家人口 lま

1990年に55.1%，1995年に49.7%，2000年に45.0%となっており，確実に減少している (2000

ンサス〉。また，基幹的農業従事者数は907人で，うち65歳未満は53克の483入にとどまっ

ている。

には現在339棟の農家蔵がある。 とは農家が農作物を保存したり，

したりするのに使用した土壁の蔵で，多くは昭和20年代かち30年代に建てtうれたものである。

また窓わらの生け垣も多く，譲とともに強特の景観そっくりだしており IB培上町は fふるさと

り膏てる条例j を輯定し保護・課金に取り組んでいる。さらに庶(つぽ)J

とよばれる農家庭騒が多く残っており，窟罷文化が投議した町として知られている。以上の 3つ

の要素が毘上町議特の景観を作り上げている。

中している「金屋地区j の蔵22棟が平成17年9月16日に国指定の文化財に登録さ

れた。

E 活動の主体

尾上町のグリーンツーリズムの主体は NPO法人尾上町蔵探再利活嬉提進会である。この自体

は1996年から活動を開始し， 2002年にNPO法人認誌を受けた。当初の会員数は25名であったが，

現在は50名に増えている。蔑の保存と科活用提進を推進する組織の必要性から設立されたが，現

在は，蔵の保存と利活用の推進だけでなく，地域環境保全 さらにツーリズム農業の定着のため

に活動している。中心的人物は現事務易長の住藤正彦さんである。農協時抗からこれからの農村

はグワーンツ…ワズムで町おこしをしていく必要があるという認識を持ち さらに尾上だけの特

急として農家裁を中J心とした活動を打ち出した。平成17年に農家蔵22棟が悶の文化財指定に至っ

たのもNPOの地道な活動があってこそである。このほかにも 農林水産省主鍛第3回「村の伝統

文化顕彰J農村振興局長賞総務省主催16年度「地域振興」総務大臣賞 地域づくり団体全国議

議会主擢1 「地域づくり誌コンテスト」優秀賞などの受賞歴がある。

N. グリーンツ…リズムの活動内容

大きく分けると 2つのパターンに分けられる。

ひとつは蔑・庭めぐり十農家民宿をして農作業体験をするもの もうひとつは農作業体験+蔵・

庭冨めぐ0をするもの でおる。前者に当て詰まる特に人数規模の大きいものはS丹・ 6月の都

市部の中学生の修学技行受け入れで. 3治4日の諺学旅行のうちの 1泊を農家民術で過ごす。平

成16年度ほ千葉県から 1校. ~t講道から 2 校，あわせて 3 校の受け入れをしている。内省は，蔵・

農家震麗ウォッチングをして 各受け入れ農家ごとに分かれて農作業を体験し 勝家のお宅に 1
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泊する(隣家民街)というものが多い。ただ農作業をするだけではなく，蔵と捷そ見学するとい

うメニュ…が加わっているのが尾上の特色を生かした部分である。受け入れ農家 l軒に対して生

徒の人数は3人から 5人程度の場合が多い。農作業の内容やその能の議村体験の内容は各農家に

託されている。そこで生徒たちはそれぞれ全く異なる体験をしていくことになる。

入れられる人数は200人に満たない。そのため許容人数以上を受け入れる際は津軽拭っとステイ

ネットワ…ク(加を利用して周辺市町村の受け入れ農家に協力をしてもらう。

V. 

についてはNPOの事務局長佐藤正彦さんからの爵き取りを中ゐにしている。

人的交流については 平成15年度に弘前大学農学生命科学部の呑立建教設が受け入れた中学生

したアンケート結果を使わせていただいた。

地域住民の意識については 尾上町立股上中学校の全生徒およびご家族を対象に平成17年12月

12日から19日の l週間 留め置き法にてアンケートを実施した。回収率は72.6%である。

1 ) 

1) NPOの場諒

NPOの財擦は多くを議助金や場成金に依存している。たとえば平成15・16年の補助金の受給

状況は以下のようである。

組織名

財団法人 !地域づくり推進ソフト事業助成

青森県市町村振興協会

財団法人 |むつ小)I[原地域産業振興

むつ小)1[原地域産業振興団|ヅ口ジェクト支援助成

1.220.000丹
99.750f弓

1.257.000丹
1.300.000丹

告主鼓源辻平成1 1.428.000円，平成16年が625，000円である。財源全体に占める助

め割合が高いことがわかる。地域資源を生かし 地域に根ざした活動をしているのにも関わ

らず，活動資金は地域外からもたらされているのである。非常に残念なことであるが，発足して

まだ日の浅い団体であり自主財源が確誌できていないことが票国だと考えられる。

2)地域経済への影響

リーンツーリズムの目的のひとつに 地元の経済の活性北がある。いまのところ受け入れ人

数がそれほど多くないため，目立った波及効果は認められないが 鯵学旅行で引率の先生が尾上

町の宿治擁設を利用する，受け入れ農家と一緒に温泉に作く生徒が多い，お土産を買う，など議

実に治費活動i立行われている。しかし現在の受け入れ人数では町内の経済活動に大きく影響を

えるものではない。

受け入れをすることで収入が為るということは農家にとって大きなプラス要素であるのだが，
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ビジネス感覚ではないため生徒にお金をかけすぎていることを指摘したい。農村の生活，農家の

生活を体験しに来ているので 普段通りの食生活をさせるように申し合わせをしているのだが，

晩ご飯にバーベキューなどワンランク上の食事をする家庭が少なからずあり 散財につながって

いる。普段通りの食生活を体験させることも生徒にとっては貴重な体験であり そうすることで

受け入れ農家の収入が増えるということを理解してもらいたい。

3)人的交流の面

グリーンツーリズムの最大のメリットは 都市部と農村部の人々の交流が生まれることである。

ここでは平成16年に尾上町を含む青森県の農村(弘前，岩木，平賀，浪阿)に修学旅行の一環と

して訪れた千葉県の中学生へのアンケー卜結果をもとに考察したい。

農業は
つまらない
2% 

農業は
きつい
17% 

農業は
大切である その他
6% 1% 

活気がない活気がある
1% 6% 

自然が
沢山あって
締麗
28% 

図2. 青森に行く前に抱いていた農業・農村に対するイメージ

農業は
大切である
13% 

農業は
きつい
2% 

活気がある
13% 

図3. 青森に行った後の農業・農村に対するイメージ(複数回答)

図2と図 3から，グリーンツーリズムを体験してからは農村に対するフラスイメージが増加し，

マイナスイメージが減少していることがわかる。

「農村にまた来たいか」という問いに対しては「絶対来たい来てみたいj という積極的な
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わからない
6% 

図4. 農村にまた来たいか

回答が多く来たくない」という回答はゼロであった(図4)。最初はそれほど期待していなかっ

たグリーンツーリズムだったようだが 体験してみると強く印象に残ったようである。

4)地域の住民の意識

尾上中学校の生徒と家族を対象に実施したアンケート調査から住民のグリーンツーリズムに対

する意識，地域の活性化に対する意識を考察したい。

よく知っている
10% 

少し知っている
25% 

図5.尾上町でグリーンツーリズムが行われていることを知っているか

この回答から，尾上町におけるグリーンツーリズムの知名度は非常に低いといえる(図 5)。

続く「尾上町のグリーンツーリズムに興味がありますか?Jという質問では 「とても興味が

あるJ 0 %，興味があるJ22%，あまり興味がないJ47%，まったく興味がないJ31 % 

という回答を得た。興味がないという回答が8割近くにのぼるが，知名度が低いことが要因とし

て考えられる。

「都会の中学生が尾上町で農業体験・農家民泊をすることをどう思いますか?ーという質問で

はとてもよいことだJ32%，よいことだJ34%，あまりよいことではないJ6 %，まっ

たくよいことではないJ 2 %.わからないJ26%という結果であった。比較的肯定的な意見が
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多くみられる。しかし次の「自分のうちで受け入れたいか ?J という質問では受け入れに消極的

になる実態が読み取れる。

最後に「グリーンツーリズムによって尾上町は活性化すると思いますか ?J という質問では，

「思う」が25%，思わない」が32%，どちらともいえない」が15%. わからない」が26

%であり，全体的には期待が薄いことがわかる。しかし 4分の lはグリーンツーリズムが活性化

につながるととらえている。

VI. まとめと提言

今まで述べてきたことから 次の4つのことが言える。

1.尾上町のグリーンツーリズムは，地元の住民には知られていないが実際に体験に訪れた人の

大部分が良い思い出を残して帰っている。

2. グリーンツーリズム事業の主体であるNPO法人尾上町蔵保存利活用促進会の財源は，残念な

がら外部の助成制度からもたらされている。しかし，今以上の活動をしようと思うと資金は

不足している。

3. 住民はそれほど積極的にグリーンツーリズムに関わりたいとは思っていないが，都市部の人

との交流を望んでいるし 都市部の人に農村・農業について知ってほしいと思っている。グ

リーンツーリズムによる地域の活性化に期待する人も少なからずいる。

4. 農家以外の職業の人も取り込んでより多面的な事業を展開していくことで 地元密着型の活

動を展開できる。

これを受けて，今後の活動に向けて，以下のような提言をしたい。

①グリーンツーリズムは農村全体の活性化を目的としているので 関わるのは農家でなくてもよ

い。そこで農家・非農家が一緒に活動をしていくこと。その際には農業を知らない非農家の意

見にも耳を傾けることですこしでも都会の人の感覚を知ることができるかもしれない。

②都会の人に田舎のよさ，農業の大切さを知ってほしいという願望を持つ人は多いようなのだが，

積極的に関わろうとする態度が表れていない。人に伝えるにはまず自分がその素晴らしさを知っ

ている必要があるので あえて地元の住民もグリーンツーリズムを体験する。

③グリーンツーリズムの知名度が低いことが大きな落とし穴である。広報活動，啓蒙活動を進め

るためには資金が必要なので，寄付金を広く呼びかける。行政から金銭的なパックアップは期

待できないが，町の広報に広告を掲載させてもらうなどのタイアップは考えたい。

④トータルで尾上町の景観を保全するためにはNPOが生け垣の保護にも携わったほうがよいので

はないか。

さまざまな課題は山積しているが，今後も草の根の力でひとつずつ乗り越えていき，地域住民

の理解を得ながら幅広い活動を展開してほしい。
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(注〉弘前，尾上，岩木，平賀，浪岡の市町のグリーンツーリズムに携わる組織の連合体で，大

人数の修学旅行の受け入れのときは名市町でなくほっとスチイで受け入れ生徒を配分する。

各市町のょに芸うる組織ではなく それぞれの中心にほっとスチイ している。

アンケートにど協力くださった尾上中学校の皆接，ご家族の皆接 関POの佐藤さん，ご指導い

ただきました地理学研究室の後藤先生 小岩先生，農学生命科学部の谷口先生とは心より感謝い

たします。
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